
今回の筆者

ぶ
ら
り
諏
訪
塾
⑳
宴
の
用
意
が
整
っ
た
事
を
伝
え
る

室
町
時
代
前
期
に
書
か
れ
た
諏
訪
大

明
神
画
詞
に
登
場
す
る
諏
訪
社
の
年

間
祭
祀
の
中
で
一
風
変
わ
っ
た
お
祭
り

が
あ
り
ま
す
。
現
在
の
J
R
茅
野
駅
か

ら
本
町
、
城
山
の
辺
り
を
か
つ
て
は
「
矢

ケ
崎
」
と
呼
ん
で
お
り
、
上
社
神
官
の

矢
崎
氏
の
領
地
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ

ます。毎
年
4
月
2
7
日
に
は
、
今
で
も
実
際

に
狼
煙
を
上
げ
る
と
い
う
「
矢
崎
祭

り
」
示
続
い
て
い
ま
す
。
狼
煙
と
言
え

ば
、
戦
国
時
代
の
武
田
信
玄
公
の
…
と

思
い
ま
す
が
、
す
で
に
諏
訪
で
は
宴
の

用
意
が
整
っ
た
事
を
矢
ケ
崎
か
ら
前
官

の
神
官
に
伝
え
る
の
に
狼
煙
が
使
わ
れ

て
い
た
と
い
う
記
録
に
大
変
興
味
を
持

ち
ま
し
た
。
大
き
な
祭
祀
の
流
れ
は
以

下
の
通
り
で
す
。
ま
ず
、
饗
宴
の
準

備
が
整
う
と
大
年
社
で
狼
煙
を
上
げ
、

そ
の
合
図
で
上
社
の
大
祝
以
下
神
官
が

行
列
を
作
り
、
矢
ケ
崎
の
地
に
繰
り
出

し
ま
す
。

犬
射
原
社
で
は
地
域
か
ら
集
め
ら
れ

た
犬
を
的
に
し
た
騎
射
が
行
わ
れ
て
い

た
そ
う
で
す
。
神
話
で
は
、
洲
羽
（
ス

ワ
）
の
国
に
到
着
し
た
建
御
名
方
命
（
タ

ケ
ミ
ナ
カ
タ
ノ
ミ
コ
ト
）
を
母
親
の
高

志
沼
河
比
売
命
（
コ
シ
ヌ
ナ
カ
ワ
ヒ
メ

ノ
ミ
コ
ト
）
が
歓
待
す
る
た
め
「
ど
ぶ

ろ
く
」
を
作
っ
て
も
て
な
し
た
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
　
　
＝
随
時
掲
載

詳
し
い
場
所
な
ど
の
問
い
合
わ
せ
は

諏
訪
塾
事
務
局
（
電
話
0
7
0
・
8
3

2
3
・
2
1
0
7
）
へ
。

定
員
は
先
着
3
0
人
。
運
動
が
で
き

る
服
装
、
上
履
き
、
飲
み
物
、
ヨ

ガ
マ
ッ
ト
か
大
き
め
の
タ
オ
ル
を

持
参
す
る
。
申
し
込
み
は
市
ホ
ー

ム
ぺ
L
ジ
か
ら
な
が
の
電
子
申
請

サ
ー
ビ
ス
で
8
月
2
2
日
ま
で
受
け

付
け
る
。
問
い
合
わ
せ
は
市
教
委

事
務
局
ス
ポ
ー
ツ
課
（
電
話
5
7

・
2
8
1
1
）
へ
。

ぶ
ら
り
諏
訪
塾
の
冊
子
は

諏
訪
市
観
光
案
内
所

（
J
R
上
諏
訪
郡
内
）

れ
す
と
ら
ん
割
烹
い
ず
み
屋

（
諏
訪
市
諏
訪
）

書
店
「
吉
事
堂
」（

諏
訪
市
末
広
）

す
わ
大
昔
情
報
セ
ン
タ
ー

（
諏
訪
市
博
物
館
内
）

諏
訪
書
店（

通
販
の
み

5
7
・
0
9
9
7
）

で
販
売
中
で
す
。

狼
煙
を
上
げ
る
神
社
関
係
者
＝
4
月
四
日
、
大
年
社

矢
崎
裕
子
さ
ん

同
人
誌
『
蠍
』
会
員
。
狼
煙
会

や
ま
ち
な
か
案
内
人
な
ど
の
市

民
活
動
を
通
じ
て
修
行
中


